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「昇温脱離法による炭素表面官能基の分析」 

群馬大学大学院  石井 孝文 氏 
 

１） 炭素表面含酸素官能基の精密分析 

２） 異種元素ドープ炭素の昇温脱離分析 

３） H2 脱離反応速度解析によるエッジサイト空間分布の把握 

 

炭素表面官能基の分析において、昇温脱離法は定量精度が高いという特徴を持ちます。そのため、黒

鉛から活性炭まで、数多くの炭素材料に適用可能な表面分析法として、昇温脱離法は広く利用されていま

す。本講演では、炭素表面官能基、とりわけ含酸素官能基、窒素化合物、エッジ水素の化学構造や空間

分布を昇温脱離法によって理解する方法論を解説します。 

 

 

「天然物からのカーボン量子ドットの作製と応用」 

    横浜市立大学  橘 勝 氏 

 
１） カーボン量子ドット（Ｃ－ＱＤｓ）とは 

２） Ｃ－ＱＤｓの作製法 

３） Ｃ－ＱＤｓの構造や光学特性 

４） Ｃ－ＱＤｓのＬＥＤなどへの応用 

 

カーボン量子ドット（C－QDs）は、従来の有害元素を含む金属の量子ドットに比べて安全かつ安価であ

ることから、次世代の蛍光体として注目を集めています。最近では、環境調和性や資源有効活用の観点か

ら、炭素源として天然物資源を用いた C－QDs の合成が数多く報告されています。本講演では、天然物か

らの C－QDs の合成、特性、応用について、最近の研究を中心に紹介します。 
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